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註1
たとえば、高村直助「紡績業をめぐる流通過程の展開―棉花、綿糸商との関係を中心に」『土地制度史学』第27号。また同『日本紡績業史序説』上、下（塙書房、1971年）。この二つの研究は第一次世界大戦終頃までのことを対象としている。1920年代以降のことについては大石嘉一郎編著『日本帝国主義史』（東京大学出版会）などで概観しているものの、その本格的な研究は今後期待される。なお綿花輸入についての戦前の代表的な著作の一つには名和統一の『日本紡績業と原棉問題研究』（大同書院、1937年）がある。また当時紡績企業で直接綿花の調達を担当した経済人の研究として井上潔『我国の紡績業に就て』（神戸高等商業学校商業研究所、1925年）、「木綿工業経営の現状一斑」『経済論叢』（第22巻第４号）および関桂三『日本綿業論』など（東京大学出版会、1954年）が挙げられる。

註2
アメリカ、イギリスの綿花専門商社はこの時期においてほとんど綿の貿易だけに専念していたのに対して、日本の綿花商社は綿のみでなく、綿糸綿布をも取り扱い、言い換えれば紡績企業と多様な取引関係を有し、そして変化する経営環境に対応して羊毛の輸入、生糸の輸出、人絹糸の取引など繊維内の多角化をはかり、さらに繊維以外の商品にも進出し、総合化の戦略を展開したのである。

註3
リバプール綿花取引所が設立されたイギリスでは取引所を中心に原料綿花の売買が行われたのに対して、日本の紡績企業は主として商社を通じて現地での先物委託買い付けという形で綿花の調達を行い、日本にある綿花取引所の機能を積極的に利用しなかった。
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註4
1893年（１月～３月）の数字については篭谷直人「アジアからの“衝撃”と日本の近代」『日本史研究』344、1991年、141ページ。1900年（９月と10月を除く）の数字については、同上、142ページ。
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註5
楫西光速編『現代日本産業発達史　繊維』上、1964年、405ページ。

註6
日本綿糸布輸出組合「日本綿業貿易小史」『輸出綿糸布月報』1957年３～６月、30ページ。

註7
篭谷直人は日本の産業革命期における中国人貿易商の役割について再評価を試みている。前掲「アジアからの“衝撃”と日本の近代」。

註8
東洋棉花株式会社『東棉四十年史』1960年、40ページ。
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註9
高村直助「内外綿会社」、山口和雄編『日本産業金融史研究　紡績金融篇』（東京大学出版会、1970年）、244ページ。

註10
1987年早々開業した東京綿商社は中国綿を輸入したが、捌かれなかった綿花を綿糸に加工する紡績業を兼営することになった。やがて兼営は良策ではなく、綿花の売買を廃止して紡績業に専営すべきとの意見が強まり、翌年に定款を改正して社名も有限責任鐘淵紡績会社に変更した。『鐘紡百年史』1988年、20～21ページ。

註11
東洋紡績株式会社『百年史　東洋紡』上、1986年、70ページ。

註12
ニチメン株式会社『ニチメン100年』1994年、９～10ページ。

註13
三井物産株式会社『稿本三井物産株式会社100年史』上、1978年、232ページ。
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註14
日本綿業倶楽部『本邦綿糸紡績史』第４巻、1938年、421ページ。

註15
インド綿積取契約の骨子は、紡績、綿花商社は輸入するインド綿の輸送をすべて日本郵船に委託、かつ一定量の積荷を保証する、紡績、綿花商社は非加盟者とインド綿を売買しない、日本郵船は運賃（トンあたり17ルピー）のうち一定額を加盟紡績、綿花会社に割り戻すというもの。この契約が締結される前に一定量の積み荷保証問題で紛糾したが、結局大手紡績と綿花商社の５社の申し合わせでこの問題を解決したといわれるが、この５社の中に三井物産が入っていなかったことが注目される。一方、ボンベイ－日本間の定期航路の開設に寄与したタタ商会と日本郵船との関係が1895年に解消されたという。
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註16
たとえば、準会員の権限問題、ボンベイ委員の問題、綿花売買契約書案をめぐる抗争など。前掲『日本紡績業史序説』上、286ページ。

註17
前掲『ニチメン100年』24ページ。

註18
前掲高村直助「内外綿会社」、259ページ。タタ商会は1892年に神戸支店を設け、インド綿の直輸入を行ってきた実力商社で第２期以降の輸入激減の理由は同社自身内部の問題なのか、代理店である内外綿の問題なのか、それとも日本紡績連合会との関係悪化によるものか、不詳である。なお、1901年１月１日現在の外国商社の紡連准会員33社の中にタタ商会の名前がない。

註19
先物委託買い付けおよびそれに伴う決済については前掲『日本産業金融史研究　紡績金融篇』が詳しい。
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註20
1896年上期三井物産ボンベイ支部の買い付けは「ライヲン社ヨリ買入高六割　ラリー社ヨリ買入高一割五分孟買支部直買高二割五分」という。前掲『日本紡績業史序説』上、270ページ。原資料は三井物産「業務報告」（96年上期）。
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註21
安川雄之助『三井物産筆頭常務』東洋経済新報社、1996年、35ページ。安川は1897年ボンベイを離れる頃の物産のインド綿年扱高が20万俵くらいとしているが、社史等の記述と食い違っている。

註22
前掲『稿本三井物産株式会社100年史』上、232ページ。

註23
前掲『ニチメン100年』33ページ。

註24
前掲「内外綿会社」283ページ。高村は「タタ商会との結合という、初期には内外綿に事実上の独占をさえもたらした条件が、産地直買を要求される段階では逆に制約条件となり、内外綿の決定的な立ち遅れを余儀なくさせた」と産地直買を積極的に行わなかったことが内外綿会社の不振の理由とし、そして産地直買に遅れたのをタタ商会との結合の強さに求めている。しかし、両社の関係は20世紀初頭になってもなお強固なものであったのか、あるいは強固な関係であったにしてもその関係を解除できなかった理由は何かなどの疑問が残ったままである。

註25.26
前掲『東棉四十年史』46ページ、48ページ。

註27
『日綿70年史』1962年、101ページ。

註28
『江商60年史』1967年、249～250ページ。

註29
前掲『稿本三井物産株式会社100年史』上、357ページ。
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註30
インド綿の場合、多くの品種が各地に産出していること、生産者は小農が多いこと、そして農家が実綿の販売を主としていることから日本の商社が奥地まで加工工場を持ち、直接農家から買う必要性、あるいはそうするメリットが大きかったのに対してアメリカ綿の場合、品種が均一であること、生産者の生産規模が比較的大きいこと、そして巨大綿花商による綿花流通機構が整備されていることから直接農家から綿を買うより、むしろ主要綿花集散地で既存の流通組織を利用するのが多かったといわれている。
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註31
前掲『百年史　東洋紡』上、73ページ。

註32
前掲『我国の紡績業に就て』56～57ページ。

註33
鐘紡と三井物産は相互に依然有力な顧客であるが、相互間の過度な依存関係を避けようとした。比較的投機的買い付けが少ないといわれる鐘紡は大正期の中頃一日の綿花使用量1、000俵のうち、その半分を委託買いしたという。日本綿花協会『綿花百年』上、1969年、308ページ。

註34
内外綿の転向は綿花輸入における系列的取引の衰退を加速したと考えられる。新興の江商は内外綿のかわりに大阪紡績との関係に近いといわれたが、注文による取引の量が少なく、見込み売買に最も熱心であった。たとえば「綿花綿糸布相場の波らん万丈の動きの中にあって、大正六年七、八月において綿糸布売買によって、江商発足以来の大幅の業績を上げ、これで江商盤石（ばんしゃく）の基礎を固め、莫大な蓄積可能の第一歩を踏み出し」、「かように輝かしい業績をあげたのも本社においては当時47歳相場に対する先見に自信満々たる総帥（すい）野瀬七郎平専務さい配の下、歴戦のつわもの取締役、商務課長であった三十歳の西村石衛門のコンビで、巧みに商機をつかみこの偉業をなしとげたのである」。前掲『江商60年史』251ページ、166ページ。

註35
1920年の総解け合いは稀にしか行われない精算取引の一種であるが、具体的には、紡績企業と商社の間の契約並びに商社同士の先物、現物約定の全部にわたり一定の解け合い値段（当時棒値と呼ぶ）で全部の売約定の買戻しを行い、これによって約定の解除を行う仕組である。
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註36
その経過については双方の評価が分かれている。「十数か月に亙る製品の先物約定との見合いに棉花商から買っておりました十数か月分の棉花の先物買約定の方は、綿糸で行ったような値引きをやると棉花商が全部潰れてしまいますからこれには何ら手を触れることなく、入荷するにしたがいまして全部約定値段で引き取ることとし、契約を履行いたした」（前掲『日本綿業論』45ページ）という紡績企業側の主張に対して、一方の綿花商社側、たとえば、東洋棉花は「この間当社は業界にあってよく指導的役割を果たし、対紡績関係では棉花、綿糸、綿布の何れの既契約についてもこれを履行し、広く関係業界から賞賛と敬意を受けた」と自賛している。前掲『東棉四十年史』83ページ。

註37
前掲『ニチメン100年』、74ページ。

註38
前掲『江商60年史』299ページ。
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註39
前掲『綿花百年』上、1969年、353ページ。

註40
アメリカの大手綿花専門商社は19世紀後半からイギリスやヨーロッパ大陸に直接綿花を輸出したのに対して日本市場に消極的であったのはなぜか、またどうしてアンダーソン・クレイトンは1920年代になって日本に直接綿花を輸出するようになったのか、いずれも興味深い課題である。この問題についてさしあたり次の文献を参照。John R. Killick, Specialized and General Trading Firms in the Atlantic Cotton Trade, 1820-1980. Shin'ichi Yonekawa, Hideki Yoshihara, edited, Business History of General Trading Companies. Uni. of Tokyo Press, 1987.
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